
第7回 社会福祉･医療事業の経営研究セミナー 

『地方の時代の医療･福祉経営を考える』 
主 催： 静岡県立大学 地域経営研究センター 現代社会福祉経営研究室 

後 援： 医療経済研究機構 独立行政法人福祉医療機構 

 

医療･介護機関の経営持続性を考える目的で始まった本セミナーもこのたびで７年目を迎えました。今年は半世紀

ぶりの政権交代がありましたが、前政権も今政権も「地方の時代」を掲げておりますことには違いがありません。

昨年6月の前回セミナー『連携の時代の医療･福祉経営を考える』開催の趣旨について既に次のように申し上げてお

りました。 

「医療費には明らかに地域差があることが以前から指摘されています。このことは都道府県毎の疾病構造の差と

医療提供体制の差が大きいからだと考えられます。そこで、都道府県単位での医療提供体制の見直しとともに、保

険者についても都道府県単位で再編し、医療提供と保険財政の両方を都道府県で管理する姿が望ましく見えます。

このことが成りますと、診療報酬も都道府県で決定されることになり、つまりはこれまでの中医協がいらなくなり、

代わって地域の社会保険医療協議会の時代となります。このことを私は『新時代に生きる医療保険制度…持続への

改革論』(薬事日報社、2004年)の中で説明しました。そして、これが現実味を帯びてきたわけです。このような新

しいパラダイムの時代に臨んで、地域単位での医療提供体制の見直しが進み、病診連携や機能連携が医療機関の経

営にとって大きな課題となります。また、医療と介護は保険制度こそ違えても両者の連 携は不可分なものになる

はずです。すなわち、介護機関にとっても連携は経営の重要なキーワードとなるでしょう。」 

じつのところ、昨年度のセミナーでこそ、このたびのタイトルを提示したいと思ったのですが、医療や介護に携

わる皆様やそれを利用される市民の方々にとって、「地方の時代」を実感されるには時期尚早との懸念があり、連携

の話題提供といたしました。しかし、昨年10月に政府管掌健康保険は全国健康保険協会に改組され、結果、職域保

険と地域保険の比率が６対４から３対７へと大きく変わり、将来の地域保険一本化の議論が現実味を帯びています。

ちなみに、地域保険となりますと保険資金の管理は都道府県の担当となり、診療報酬の設定は都道府県単位となり

ます。そのための法令も既に昨年の後期高齢者医療制度や特定健診制度の開始に合せて出ています。なお、元を質

せば、増嵩する高齢者医療費への対策として始まった公的介護保険制度は、言うまでもなく地域保険です。 

そのようなことから「地方の時代」が本格化しようとするこれからに備えて、医療機関や介護機関が自らの経営

を見直す時期の到来を話題にしたいと考えます。 

このたびは、静岡県立大学地域経営研究センター長で、本セミナー開催の代表を務めてまいりました私の「現代

社会福祉経営研究(Study for Modern Management of Health and Welfare)」の活動紹介の後、わが国で唯一、医科

大学に併設された医療福祉大学の学長を務められる岡田喜篤先生、衆議院議員時代に民主党の影の内閣(シャドウ・

キャビネット)の厚生労働大臣を務められた五島正規医療法人防治会理事長、超高齢社会にあって不可欠となる福祉

用具の利用促進を支援する全国福祉用具専門相談員協会の山下一平会長のご講演を企画しました。そして、いつも

のように橋本英樹東京大学大学院教授がファシリテーターとなって演者の先生方と会場とをお繋ぎいたします。 

現代社会福祉経営研究室代表 西田在賢 

セミナープログラム 
平成 21年 12月 19日（土） 静岡県立大学（本会場）⇔ 福祉医療機構（遠隔会場） 

13:00～13:10 開会の辞 
13:10～13:45 「地域の医療福祉経営のためのコンピュータ支援の取り組み」 
 西田 在賢（ 現代社会福祉経営研究室 代表 ） 
13:45～14:30 「中央 vs. 地方 / 医療制度の経営と政治」 

 五島 正規（ 医療法人防治会理事長、元民主党衆議院議員 ） 
14:30～14:45 ＜ 休 憩 ＞ 
14:45～15:30 「地域が育てる医療福祉の経営人材（仮題）」 

 岡田 喜篤（ 川崎医療福祉大学学長 ) 
15:30～16:00 「地域の介護を支援する福祉用具専門相談員の役割」 
 山下 一平（ 全国福祉用具専門相談員協会会長、ﾔﾏｼﾀｺｰﾎﾟﾚｰｼｮﾝ代表取締役 ) 

16:00～16:30 質疑応答 ～ 静岡本会場と東京会場を結んで ～ 
 ファシリテーター 東京：橋本 英樹（ 東京大学大学院医学系研究科教授 ） 
          静岡：遠藤 邦夫（ 矢野経済研究所主席研究員 ） 



 

開 催 日： 平成21年12月19日（土） 
 開場：12時30分  開演：13時00分  閉演：16時30分 

会   場：  今回は、会場を2か所に設置いたしました。本会場の静岡県立大学と東京遠隔会場の福祉医療
  機構の双方向より映像と音声をオンタイムで配信いたします。座席数に限りがございますので、
 本申込書にて必ず事前登録と希望会場とご連絡先をお申し出くださいませ。 

 ◆本会場）   静岡県立大学13411大講義室（看護学部棟4階） ＜定員200名＞ 
      静岡県静岡市駿河区谷田52-1 （JR東海道線草薙駅 徒歩約10分） 
 ◇遠隔会場） 独立行政法人福祉医療機構 大会議室 ＜定員80人＞ 
      東京都港区虎ノ門4-3-13 神谷町セントラルプレイス10階 
                             （東京メトロ日比谷線神谷町駅 徒歩3分） 

お 願 い： 著作権等の関係上、本講演の録画や録音はお控えくださいますようお願い申し上げます。 

参 加 費：  無 料 
 ※静岡県立大学地域経営研究センターは、民間・行政からの寄付金により運営されております。社会人教育
 および地域における調査研究にご理解とご支援をいただける法人様を募っております。 

申込方法： 下記、「セミナー申込書」に必要事項をご記入の上、メールかファックスにて事前にご登
 録ください。また、複数名様のお申し込みで、ご連絡先が同所でよろしい場合は、ご参加者様を
 併記いただき、ご連絡先欄の＊お申込みご担当者様名をご記入くださいませ。 

申込締切：  平成21年12月9日（水） 

申込問合： 静岡県立大学 地域経営研究センター 現代社会福祉経営研究室 
  〒422-8526 静岡県静岡市駿河区谷田52-1 
  Tel: 054-264-5400 / Fax: 054-264-5402 / E-mail: crms@u-shizuoka-ken.ac.jp 

 

■ 第7回 社会福祉･医療事業の経営研究セミナー申込書 ■ 

静岡県立大学 地域経営研究センター 現代社会福祉経営研究室 行 
E-mail: crms@u-shizuoka-ken.ac.jp / Fax: 054-264-5402 

ご参加希望者様： 平成21年12月9日（水）〆切                ↓必ずお印ください  

ご 連 絡 先：  ＊お申込みご担当者様のお名前を右（）にご記入ください。→（      ）  

（ご住所）   〒                                  

（ご連絡先） E-mail：                               

   Tel：                Fax：              
 
※ご記入頂いた情報は静岡県立大学地域経営研究センター・現代社会福祉経営研究室で正確に管理するよう努め、本セミナーもしくは本事業に関する目的以外の利
用はしません。又、申込者の同意がある場合及び行政機関などから法令等に基づく要請があった場合を除き、第三者への提供又は開示をしません。 

 氏 名 フリガナ 所 属 役 職 希望会場に○ 

①     静岡 
本会場 

東京 
遠隔会場

②     静岡 
本会場 

東京 
遠隔会場

③     静岡 
本会場 

東京 
遠隔会場
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